
［
翔
き
］
平
成
7
年
～
平
成
1
6
年
 
 
 



∴
∴
∴
∴
∴
 
 

が
完
成
し
、
1
2
月
柑
日
に
落
成
式
を
行
い
 
 

ま
し
た
。
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
3
 
 

階
建
て
、
中
央
を
多
目
的
ホ
ー
ル
で
つ
な
 
 

い
だ
機
能
的
な
構
造
で
す
。
床
や
壁
に
木
 
 

材
を
多
用
し
、
木
の
温
も
り
を
感
じ
ら
れ
 
 

る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。
 
 
 

美
山
中
学
校
新
築
の
大
型
事
業
推
進
の
 
 

た
め
平
成
7
年
度
の
一
般
会
計
は
当
初
で
 
 

前
年
度
比
3
2
・
7
％
増
の
約
5
8
億
円
で
、
 
 

初
め
て
5
0
億
円
を
突
破
し
ま
し
た
。
 
 

美
山
中
学
校
の
 
 

坂
舎
が
改
築
落
成
 
 

き  
］  、  

1
月
拘
成
人
式
 
新
成
人
8
6
人
 
 

2
月
㊧
み
や
ま
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
初
開
催
 
 

⑯
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
地
に
義
援
金
 
 

3
月
㊥
中
辛
区
の
蓬
莱
の
里
で
温
泉
掘
削
成
功
 
 

㊥
町
子
ど
も
会
主
胃
少
年
育
成
町
民
会
議
主
催
 
 

の
親
子
ケ
ー
キ
作
り
教
室
 
 

㊥
美
山
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
第
1
回
町
長
と
語
 
 

る
会
を
開
催
 
 

5
月
柏
美
山
荘
創
立
3
0
周
年
記
念
式
典
を
開
催
 
 

⑳
老
人
ク
ラ
ブ
対
抗
高
齢
者
生
き
生
き
大
会
 
 

6
月
◎
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議
・
町
子
ど
も
 
 

会
主
催
の
剣
ケ
岳
へ
親
子
登
山
 
 

7
月
⑳
実
印
登
録
と
印
錐
証
明
書
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
 
 

理
を
導
入
 
 

⑳
上
味
見
小
学
校
中
日
あ
お
ば
賞
受
賞
 
 

8
月
㊨
リ
ズ
ム
の
森
入
場
者
1
0
万
人
達
成
 
 

1
0
月
◎
世
界
体
操
鯖
江
大
会
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
選
手
団
 
 

応
援
 
 

⑳
テ
ニ
ス
フ
ェ
ス
タ
．
m
美
山
開
催
 
 

1
2
月
㊧
美
山
中
学
校
の
校
舎
・
体
育
館
、
全
面
改
築
 
 

落
成
 
 

㊨
西
中
、
問
戸
、
西
河
原
区
の
ふ
れ
あ
い
会
館
落
成
 
 

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
死
者
6
3
 
 
 

0
8
人
 
 

●
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
。
5
月
オ
ウ
ム
 
 

真
理
教
の
摘
発
始
ま
る
 
 

●
鯖
江
市
で
世
界
体
操
選
手
権
開
催
 
 

●
東
京
外
国
為
替
市
場
で
1
ド
ル
＝
 
 
 

7
9
円
7
5
銭
を
記
録
 
 

●
野
茂
英
雄
、
大
リ
ー
グ
で
新
人
王
 
 

●
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
9
5
日
本
語
版
発
売
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
イ
ス
ラ
工
ル
の
ラ
ビ
ン
首
相
が
暗
殺
 
 
 

さ
れ
る
 
 

●
韓
国
の
全
斗
換
元
大
統
領
が
反
乱
 
 

首
謀
罪
で
逮
捕
 
 

流行歌・ワード  

♪LOVE・LOVE・LOVE（DREAMS・COME・TRUE）  

♪蒼いうさぎ（酒井法子）  

★ライフライン  

★ポア  

★無党派  

★抗菌グノズ   
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二
 
 

町
内
初
の
雪
ま
つ
り
「
み
や
ま
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
 
 

を
あ
い
く
て
ぇ
広
場
で
開
催
し
た
。
詰
め
掛
け
た
家
族
連
れ
ら
 
 

は
、
大
き
な
雪
像
を
バ
ッ
ク
に
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
体
験
や
カ
ン
ジ
 
 

キ
レ
ー
ス
な
ど
冬
の
遊
び
を
満
喫
し
た
。
 
 

み
や
ま
ウ
ィ
ン
タ
ー
 
 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
初
開
催
 
 

テ
ニ
ス
フ
ェ
ス
タ
．
m
美
山
を
開
催
 
 
 

町
テ
ニ
ス
協
会
主
催
の
「
テ
ニ
ス
フ
ェ
ス
 
 

タ
．
m
美
山
」
は
町
営
庭
球
場
ウ
イ
ン
ク
で
 
 

開
か
れ
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
教
室
や
ふ
れ
あ
い
ダ
ブ
 
 

ル
ス
大
会
な
ど
で
汗
を
流
し
た
。
 
 

「
生
き
生
き
大
会
」
で
 
 

健
康
づ
く
り
 
 
 

町
内
老
人
ク
ラ
ブ
対
抗
の
「
高
齢
 
 

者
生
き
生
き
大
会
」
は
楽
く
楽
く
亭
 
 

を
会
場
に
開
か
れ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
 
 

タ
ン
ク
、
囲
碁
な
ど
に
熱
戦
を
展
開
 
 

し
た
。
 
 

一
［
翔
き
］
平
成
7
年
～
平
成
1
6
年
 
 
 

全
国
一
斉
 
 

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
 
 

美
山
会
場
 
 

恒
例
の
全
国
一
斉
 
 

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
美
山
 
 

会
場
の
大
会
は
、
羽
生
 
 

小
学
校
、
ア
ン
デ
パ
ン
 
 

ダ
ン
広
場
を
中
心
に
 
 

開
か
れ
、
1
5
0
人
が
 
 

参
加
し
た
。
 
 

世
界
体
操
で
来
県
 
 

し
た
ノ
ル
ウ
工
－
選
手
 
 

団
を
町
へ
招
待
。
選
手
 
 

た
ち
は
み
ら
く
る
亭
で
 
 

大
正
琴
や
民
謡
、
そ
ば
 
 

打
ち
体
験
を
楽
し
ん
だ
。
 
 

界
体
操
鯖
江
大
会
で
 
 

ル
ウ
ェ
ー
選
手
団
を
応
援
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壱■■l  
1■  

美
北
線
」
。
1
R
越
前
大
野
鉄
道
部
と
タ
 
 

イ
ア
ッ
プ
し
た
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
に
 
 

町
民
9
2
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
3
両
編
成
 
 

の
サ
ロ
ン
カ
ー
の
展
望
席
か
ら
の
眺
め
や
、
 
 

神
戸
市
内
の
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 
 
 

こ
の
年
、
町
で
は
2
つ
目
の
温
泉
と
な
 
 

る
上
味
見
地
区
の
伊
自
良
温
泉
が
完
成
し
、
 
 

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
 
 

1
R
越
美
北
線
の
利
用
促
進
を
図
る
 
 

で
、
テ
ー
マ
は
「
来
っ
て
残
そ
う
越
 
 

町
民
号
」
を
運
行
 
 

「
美
山
町
民
号
」
を
1
0
月
2
9
日
 
 

ホ
し
た
。
町
民
の
足
と
な
っ
て
 
 

「
洋
風
サ
ロ
ン
カ
ー
で
行
く
震
 
 

興
神
戸
の
旅
」
 
と
銘
打
ち
、
 
 
 

促
進
策
と
し
て
 
 

l  」  

鋤
 
 

7
J
 
 

1
月
●
成
上
式
 
新
成
人
8
9
人
 
 

2
月
●
曹
芸
市
の
子
供
達
に
雪
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
 
 

3
月
●
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
が
行
革
大
綱
案
を
 
 

町
長
に
答
申
 
 

4
月
●
伊
自
良
温
泉
完
成
オ
ー
プ
ン
 
 
 

●
コ
ル
フ
協
会
発
足
 
 
 

6
月
●
体
験
農
業
の
成
果
で
下
宇
坂
小
学
校
が
中
川
 
 

太
夫
賞
を
受
賞
 
 

●
伊
自
良
温
泉
入
場
者
1
万
人
を
達
成
 
 
 

7
月
・
芦
見
小
学
校
で
東
海
北
陸
へ
き
地
複
式
教
育
 
 

研
究
大
会
開
催
 
 
 

8
月
ツ
ト
」
 
 

写
前
大
野
鉄
道
部
と
の
共
同
企
画
で
イ
 
 

ベ
ン
ト
列
車
「
美
山
町
民
号
」
運
行
 
 

・
首
坂
幼
稚
園
落
成
 
 

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
落
成
 
 
 

1
1
月
●
美
山
中
学
校
送
迎
バ
ス
購
入
 
 

判
 
 

貸
じ
 
 

成
 
 

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
橋
本
龍
太
郎
連
立
内
閣
成
立
 
 

●
沖
縄
・
普
天
間
全
面
返
還
で
日
米
 
 

が
合
意
 
 

●
○
－
1
5
7
、
各
地
で
流
行
 
 

●
薬
害
エ
イ
ズ
事
件
 
 

●
民
主
党
結
成
 
 

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
一
般
に
普
及
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
仏
、
核
実
験
終
結
を
宣
言
 
 

●
米
・
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
再
選
 
 

●
ペ
ル
ー
日
本
大
使
公
邸
事
件
 
 
 

流行歌・ワード  

♪アジアの純真（PUFFY）  

♪ガッツだぜ！（ウルフルズ）  

★援助交際  

★メークドラマ  

★ルーズソックス  

★チョベリバ   
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伊
自
良
温
泉
が
完
成
 
 
 

蓬
莱
の
里
（
中
辛
区
）
に
伊
自
良
温
泉
が
 
 

オ
ー
プ
ン
。
日
本
に
も
数
少
な
い
「
脳
卒
中
 
 

の
湯
」
と
し
て
注
目
を
集
め
た
。
 
 
 

4
月
に
供
用
開
始
し
、
6
月
に
は
入
場
者
 
 

が
1
万
人
を
突
破
し
た
。
 
 

県
内
を
は
じ
め
、
東
海
 
 

北
陸
地
区
の
教
育
関
係
者
 
 

3
5
0
人
ほ
ど
が
参
加
し
、
 
 

へ
き
地
複
式
教
育
の
取
り
 
 

組
み
に
つ
い
て
、
研
究
を
深
 
 

め
る
と
と
も
に
、
情
朝
交
 
 

換
を
行
っ
た
。
 
 
 

芦
見
小
学
校
の
児
童
は
 
 

主
体
的
学
習
が
身
に
つ
い
 
 

て
お
り
、
自
分
な
り
の
考
え
 
 

を
積
極
的
に
発
表
し
て
い
た
 
 

芦
見
小
学
校
で
東
海
北
陸
 
 

へ
き
地
複
式
教
育
研
究
大
会
 
 

上
味
見
小
学
校
で
お
花
見
給
食
会
 
 
 

サ
ク
ラ
の
季
節
、
上
味
見
小
学
校
で
は
、
 
 

満
開
の
サ
ク
ラ
の
も
と
で
お
花
見
給
食
が
行
 
 

わ
れ
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
花
見
ダ
ン
ゴ
、
シ
イ
タ
ケ
 
 

の
天
ぷ
ら
な
ど
。
 
 

下
宇
坂
幼
稚
園
と
 
 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
 
 
 

下
早
坂
小
学
校
の
隣
り
に
建
 
 

設
を
進
め
て
い
た
下
宇
坂
幼
稚
 
 

園
が
完
成
。
自
然
光
を
多
く
と
り
 
 

入
れ
る
設
計
で
、
床
の
弾
力
性
に
 
 

も
配
慮
し
た
。
ま
た
、
よ
り
安
全
 
 

で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
豊
か
な
 
 

メ
ニ
ュ
ー
を
、
町
内
の
保
育
所
・
幼
 
 

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
に
提
 
 

供
し
よ
う
と
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
 
 

が
完
成
し
た
。
 
 

下
宇
坂
小
学
校
で
森
林
学
習
 
 
 

下
早
坂
小
学
校
で
森
林
学
習
が
行
わ
 
 

れ
、
5
・
6
年
の
児
童
3
3
人
が
学
校
に
隣
 
 

接
す
る
山
の
斜
面
で
植
林
を
体
験
、
杉
苗
 
 

約
1
0
0
本
の
植
樹
に
汗
を
流
し
た
。
 
 

［
翔
き
］
平
成
7
年
～
平
成
1
6
年
 
 
 

池
内
淳
子
さ
ん
が
 
 

来
町
 
 

テ
レ
ビ
番
組
の
収
 
 

録
で
美
山
町
を
訪
れ
 
 

た
女
優
の
池
内
淳
子
 
 

さ
ん
が
、
宇
坂
大
谷
区
 
 

の
農
家
で
石
う
す
に
 
 

よ
る
粉
ひ
き
に
挑
戦
 
 

し
た
り
、
ご
っ
つ
お
さ
 
 

ん
亭
で
そ
ば
の
手
打
 
 

ち
を
体
験
し
た
。
 
 

l－†坂幼稚園  
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一 一一一一′  

1  ジ
ュ
ク
ト
事
業
の
一
環
と
し
て
進
め
て
き
 
 

た
、
芸
術
・
文
化
の
新
し
い
拠
点
と
な
る
、
 
 

「
み
や
ま
木
ご
こ
ろ
文
化
の
郷
」
が
1
0
月
完
 
 

成
し
ま
し
た
。
文
化
ホ
ー
ル
、
町
立
図
書
 
 

館
を
併
設
し
た
町
民
交
流
館
、
イ
ベ
ン
ト
 
 

広
場
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
完
成
に
あ
 
 

わ
せ
て
、
町
民
劇
団
 
「
木
ご
こ
ろ
一
座
」
 
 

が
旗
揚
げ
公
演
を
行
い
ま
し
た
。
 
 
 

ま
た
任
期
満
了
に
よ
る
美
山
町
長
選
挙
 
 

は
、
藤
田
海
三
氏
が
無
投
票
で
再
選
。
 
 

哀
や
ま
木
ご
こ
ろ
文
化
の
郷
」
 
 

が
完
成
 
 

疎
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
 
 

国
の
若
者
定
住
促
進
等
緊
急
プ
ロ
 
 

5
月
 
国
道
1
5
8
号
線
バ
イ
パ
ス
美
山
町
計
石
・
大
 
 

野
市
犬
山
問
開
通
 
 

6
月
 
み
ら
く
る
亭
入
場
者
4
0
万
人
を
突
破
 
 

7
月
 
美
山
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
部
、
県
中
学
校
大
 
 

会
新
人
、
春
季
、
夏
季
大
会
と
も
完
全
優
勝
 
 

▲
 
別
所
み
ら
く
る
市
場
オ
ー
プ
ン
 
 

1
0
月
 
第
1
回
み
や
ま
こ
ど
も
わ
ん
ば
く
ま
つ
り
開
催
 
 

町
内
各
保
育
所
の
園
児
と
保
護
者
ら
で
親
子
 
 

ミ
ニ
運
動
会
 
 

血
 
最
新
型
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
 
 

血
 
み
や
ま
木
ご
こ
ろ
文
化
の
郷
落
成
 
 

血
 
町
民
劇
団
「
木
ご
こ
ろ
一
座
」
が
旗
揚
げ
公
演
 
 

▲
 
町
民
大
学
「
み
や
ま
そ
ば
道
場
」
修
了
式
 
 

日
月
 
美
山
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
発
足
 
 

成
人
式
 
新
成
人
6
9
人
 
 

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
王
催
の
生
き
生
き
セ
ミ
ナ
ー
 
 

」
R
小
和
清
水
駅
の
駐
車
場
を
整
備
 
 

美
山
そ
ば
工
房
「
木
ご
こ
ろ
」
落
成
 
 

催
期
満
了
に
よ
る
町
長
選
挙
で
藤
田
準
二
氏
 
 

再
選
 
 

▲．－トL  

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
霹
の
タ
ン
カ
ー
が
島
根
県
隠
岐
島
 
 

沖
で
沈
没
。
重
油
被
害
が
広
が
る
 
 

●
消
費
税
3
％
か
ら
5
％
に
変
更
 
 

●
神
戸
児
童
連
続
殺
傷
事
件
で
1
4
歳
 
 

少
年
逮
捕
 
 

●
全
国
の
校
内
暴
力
が
初
め
て
年
間
 
 
 

1
万
件
を
超
え
過
去
最
高
に
 
 

●
サ
ッ
カ
ー
W
杯
日
本
初
出
場
決
定
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
仏
、
核
実
験
終
結
を
宣
言
 
 

●
ペ
ル
ー
の
日
本
大
使
公
邸
人
質
事
 
 

件
で
武
力
突
入
 
 

●
香
港
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
中
国
に
返
 
 
 

還
さ
れ
る
 
 

●
ダ
イ
ア
ナ
元
妃
事
故
死
 
 

流行歌・ワード  

♪WHITELOVE（SPEED）  

♪cANYOUSEREBRATE（安室奈美恵）  

★失楽園  

★パパラッチ  

★たまごっち   
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そ
ば
工
房
「
木
ご
こ
ろ
」
完
成
 
 
 

特
産
品
の
加
工
・
研
究
の
た
め
の
施
 
 

設
美
山
そ
ば
工
房
「
木
ご
こ
ろ
」
が
完
成
。
 
 

町
そ
ば
加
工
研
究
会
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
 
 

品
開
発
や
、
石
う
す
に
よ
る
そ
ば
ひ
き
 
 

業
務
を
開
始
し
た
。
 
 

田園回トピックス ■  
l  

国
道
1
5
8
号
線
バ
イ
パ
ス
 
 

美
山
町
計
石
・
大
野
市
犬
山
間
開
通
 
 
 

冬
季
の
渋
滞
や
事
故
、
朝
夕
の
ラ
ッ
 
 

シ
ュ
緩
和
の
た
め
、
国
道
1
5
8
号
線
バ
 
 

イ
パ
ス
美
山
町
計
石
・
大
野
市
犬
山
間
 
 

が
開
通
し
た
。
 
 

南国高知の園児に  ＿  

雪をプレゼント  
■   

高知県安芸市の保育園11施設に、美山町の雪  
■ ■ ■ 「■ － － － － ▲－ 一 一・－－ ▼－ － － － － － － －■ － － －一 ▼－ － － ▲－ －■■■■ ■  

が届けられた。除雪車によって雪は大型トラックに満  

載され、羽生保育園の園児からは運転手に「安全  
－ －．－ － － － ▲ 一 － － ■■ ▼－ － － － － － ▲－ 1■ ▲一 － 「■ 「■ － － － －1■ ■ ■ ■ ■ ‾l▼  

運転で届けて下さい」と首飾りが贈られた。  

そ
ば
打
ち
講
座
が
修
了
 
 
 

町
民
大
学
「
み
や
ま
そ
ば
道
場
」
の
 
 

修
了
式
が
「
ご
っ
つ
ぁ
さ
ん
亭
」
で
行
わ
 
 

た
。
5
回
シ
リ
ー
ズ
の
講
座
で
、
2
9
人
の
 
 

受
講
生
が
そ
ば
打
ち
の
体
験
を
し
た
。
 
 

別
所
み
ら
く
る
市
場
オ
ー
プ
ン
 
 
 

三
万
答
別
所
区
は
森
林
温
泉
み
ら
 
 

く
る
亭
前
に
「
別
所
み
ら
く
る
市
場
」
 
 

を
オ
ー
プ
ン
。
午
前
7
時
の
開
店
前
か
ら
、
 
 

近
所
の
人
や
み
ら
く
る
亭
の
宿
泊
客
ら
、
 
 

多
く
の
人
が
買
い
物
に
訪
れ
た
。
 
 

健
児
の
像
除
幕
式
 
 
 

美
山
中
学
校
の
開
 
 

校
記
念
日
に
あ
た
る
5
 
 

月
1
日
、
昭
和
4
5
年
に
 
 

建
立
さ
れ
た
像
を
ブ
ロ
 
 

ン
ズ
像
に
復
元
し
た
同
 
 

校
の
シ
ン
ボ
ル
”
健
児
 
 

の
像
“
の
除
幕
式
が
行
 
 

わ
れ
た
。
 
 
 

民
話
劇
を
通
 
 

じ
て
町
の
活
性
 
 

化
と
文
化
の
向
 
 

上
を
図
ろ
う
と
 
 

旗
柑
預
り
し
た
「
木
 
 

ご
こ
ろ
一
座
」
は
、
 
 

小
学
1
年
生
か
 
 

ら
6
2
歳
ま
で
の
 
 

男
女
6
7
人
で
ス
 
 

タ
ー
ト
。
 
 
 

木
ご
こ
ろ
文
 
 

化
ホ
ー
ル
の
こ
 
 

け
ら
落
と
し
で
、
 
 

初
公
演
を
行
っ
た
。
 
 

■
 
 
〓
 
 

皿  ーービ■■  j  

モ裂こ脚咄  
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「．†－ ・．・－tJv－ち五里  

自
衛
隊
な
ど
関
係
機
関
が
本
番
さ
な
が
ら
 
 

の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
 
 

民
3
0
0
0
人
の
ほ
か
、
消
防
・
警
察
・
 
 

．
を
 
 
 

を
 
 想 受一、‾！冗  

は
町
内
6
地
区
の
持
ち
回
り
 
 

で
い
ま
し
た
が
、
福
井
震
災
 
 

町
内
の
防
災
無
線
整
備
の
完
 
 

け
、
「
震
度
6
強
」
 
の
直
下
 
 

定
し
、
町
内
全
域
で
実
施
。
 
 

＿■ ．  

て
の
初
め
て
の
給
合
防
 
 

1
1
月
3
日
に
実
施
し
ま
 
 ・＝責‾ii：蒜ii－－－⊥－－－－－：：・砧占i－‘－＝－i…一山⊥叩－－－，柵！モー●†－－・－－－－－－だ＝丁＝モ三三享ご号：単一†一寸十干耶モーモ王＃曳鼻ローー←←－一一－一丁．▼■ワ・－＞【堰くヰ■  

ノタ財  
（平成10年）  

119 8   7    月 月 月  月  

⑳ ⑳ ◎ ⑳ ⑳  ◎  

6 4  
月 月  

⑳ ⑳ ⑳ ⑳  
3          月  

㊨ ゆ ㊧  ⑳  

2
月
⑳
1
・
0
人
乗
り
社
会
福
祉
車
両
を
購
入
 
 

∴
 
 

⑳
人
式
新
成
人
6
0
人
 
 

初
の
町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
 
∴
 
 

赤
か
ぶ
の
里
満
喫
ツ
ア
ー
を
実
施
 
 

ーそ一町－み－交－わ  
「
 
 

伊
自
良
氏
館
完
成
 
 

＋
 
芦
見
・
上
味
見
・
下
味
見
 
＋
 
 

統
合
を
決
議
 
 

愛
知
県
扶
桑
町
と
防
災
協
定
締
結
 
 

「
 
 

愛
知
県
扶
桑
町
と
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
 
 

‾  
や
ま
木
ご
こ
ろ
ま
つ
り
再
開
 
 

森
林
組
合
が
防
虫
防
腐
加
工
設
備
を
導
入
 
 

ば
ま
つ
り
一
m
み
や
ま
開
催
 
 

が
ま
ち
わ
が
む
ら
音
楽
会
で
名
古
 
 

響
楽
団
が
来
町
 
 

童  
付
ソ
ー
フ
一
天
気
予
報
塔
の
除
幕
式
 
 

子  
ど  

か
ら
鋳
出
し
ま
つ
り
」
F
B
C
テ
 
 

・
・
■
T
L
 
 

』
リ
］
T
F
 
 

も
会
 
中
部
日
本
優
良
子
ど
も
 
 

奏
そ
ば
愛
好
会
設
立
 
 

上  
早  
坂  
の  

屋  4  
本 少  
宇   字  

‾‾‾‾‾‾‾」■‾■‾‾●●■●●1せ1一・t一■－■▲－－－－「＝T一訂＝「異零買茸亨亨ナーーーー  

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
郵
便
番
号
5
ケ
タ
か
ら
7
ケ
タ
に
 
 

●
長
野
冬
季
五
輪
開
催
 
 

●
改
正
為
替
管
理
法
施
行
。
金
融
ビ
ッ
 
 
 

グ
バ
ン
始
動
 
 

●
和
歌
山
毒
入
り
カ
レ
ー
事
件
 
 

●
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
成
立
 
 

●
江
沢
民
－
中
国
国
家
首
席
来
日
 
 
 

【
世
界
の
動
き
］
 
 

●
金
大
中
氏
、
韓
国
大
統
領
に
就
任
 
 

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
ス
ハ
ル
ト
体
制
崩
 
 

壊
 
 

●
大
リ
ー
グ
・
マ
グ
ワ
イ
ヤ
7
0
本
塁
打
 
 

を
達
成
 
 
 

流行歌・ワード  

♪夜空ノムコウ（SMAP）  

♪PerfumeofJove（globe）  

★ハマの大魔人  

★だっちゅ～の  

★老人力  

l★貸し渋り  

■T壬1TT‾．－TT■■三－÷こ＝＝ニfr∴∴⊥．⊥・∴・rrli．itこi≡i≡＿二戸ゴて亡．±．±＝＝三■二■－l一一千十珊‾▼■■■書■tl●■ト：■■■コすi．■ヮ±：きせ：十t・≒ニューェ・■†＝圭チ宜iニー≡－≡一三一三＝ ＿三三三三三三   
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伊
自
良
氏
館
完
成
 
 
 

「
歴
史
と
文
化
の
地
域
づ
く
り
事
業
」
 
 

と
し
て
蓬
莱
の
里
に
建
設
を
進
め
て
い
 
 

た
「
伊
自
良
氏
餌
」
が
完
成
し
、
オ
ー
プ
 
 

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
二
－
が
行
わ
れ
た
。
藤
田
 
 

町
長
他
関
係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
 
 

い
、
完
成
を
祝
っ
た
。
 
 
 

同
館
は
中
世
豪
族
の
伊
自
良
氏
の
 
 

住
居
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
造
り
に
な
っ
て
い
 
 

る
。
 
 

前
年
中
止
し
て
 
 

い
た
「
み
や
ま
木
 
 

ご
こ
ろ
ま
つ
り
」
 
 

が
装
い
も
新
た
に
 
 

華
や
か
に
開
催
。
 
 

丸
太
下
り
レ
ー
ス
 
 

や
丸
太
切
り
大
会
、
 
 

夜
に
は
木
ご
こ
ろ
 
 

文
化
ホ
ー
ル
を
会
 
 

場
に
、
テ
レ
ビ
で
 
 

人
気
の
越
前
屋
俵
 
 

太
の
「
お
奉
行
一
 
 

座
旗
揚
げ
公
演
」
 
 

な
ど
が
繰
り
広
げ
 
 

ら
れ
、
多
く
の
観
 
 

衆
を
楽
し
ま
せ
た
。
 
 

■
み
や
ま
木
ご
こ
ろ
ま
つ
リ
 
 

木
ご
こ
ろ
一
座
と
劇
団
ゆ
う
、
 
 

交
流
公
演
 
 

木
ご
こ
ろ
文
化
ホ
ー
ル
で
岩
手
県
滝
 
 

沢
村
の
劇
団
「
ゆ
う
」
と
「
木
ご
こ
ろ
一
 
 

座
」
の
交
流
公
演
が
開
か
れ
た
。
 
 
 

「
ゆ
う
」
は
、
木
ご
こ
ろ
一
座
の
旗
揚
 
 

げ
公
演
に
特
別
出
演
し
た
、
俳
優
の
常
 
 

田
宮
士
男
さ
ん
が
指
導
す
る
劇
団
。
 
 

上
味
見
子
ど
も
会
表
彰
 
 
 

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
工
－
シ
ョ
ン
を
 
 

通
じ
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
ろ
う
 
 

と
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
積
極
的
 
 

に
参
加
。
ま
た
、
河
内
特
産
の
「
赤
 
 

か
ぶ
ら
」
を
栽
培
す
る
な
ど
、
農
業
 
 

体
験
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
 
 

る
上
味
見
子
ど
も
会
が
、
中
部
日
 
 

本
優
良
子
ど
も
会
表
彰
を
受
け
た
。
 
 

［
翔
き
］
平
成
7
年
～
平
成
1
6
年
 
 
 

こ
ど
も
わ
ん
ば
く
ま
つ
り
 
 
 

町
子
ど
も
会
育
成
会
主
催
の
「
み
や
 
 

ま
こ
ど
も
わ
ん
ば
く
ま
つ
り
」
が
み
や
ま
 
 

木
ご
こ
ろ
文
化
の
郷
・
野
外
イ
ベ
ン
ト
 
 

広
場
で
開
催
。
昔
な
が
ら
の
伝
承
遊
び
 
 

を
中
心
に
、
親
子
で
楽
し
く
過
ご
し
た
。
 
 

105  



芦
 

統
合
を
前
に
 
 

4
小
学
校
の
児
童
が
交
流
、
 
 

新
校
舎
を
見
学
 
 

を
前
に
こ
の
年
、
新
た
な
小
学
校
の
建
設
 
 

に
着
手
。
ま
た
4
校
の
児
童
が
5
月
2
5
日
 
 

に
初
め
て
の
集
合
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
 
 

児
童
数
の
減
少
に
伴
う
複
式
学
級
の
解
消
 
 

な
ど
、
従
来
の
学
校
生
括
と
は
異
な
る
状
 
 

況
を
事
前
に
体
験
し
、
意
識
の
変
化
に
対
 
 

応
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
企
画
。
 
 
 

1
5
0
人
の
児
童
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
 
 

紹
介
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
交
友
を
深
め
ま
し
 
 

た
。
ま
た
統
合
し
て
誕
生
す
る
新
し
い
校
 
 

舎
は
1
2
月
に
完
成
し
、
児
童
ら
は
一
足
先
 
 

に
学
校
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
 
 

見
、
上
味
見
、
下
味
見
、
上
字
坂
 
 

り
4
小
学
校
の
平
成
1
3
年
皮
統
合
 
 

5 3 1  
月 月 月  

只
じ
月
 
 

7
月
 
 
 

1
2
月
 
芦
見
・
上
味
見
・
下
味
見
・
上
宇
坂
の
統
合
小
 
 

学
校
校
舎
完
成
 
 

成
人
式
 
新
成
人
7
2
人
 
 

町
内
3
つ
の
保
育
所
で
1
日
体
験
入
所
 
 

画
家
豊
田
三
郎
氏
が
大
作
印
点
を
町
に
寄
 
 
 

軋
日
 
【
‖
■
u
ハ
 
 
学
校
統
合
に
向
け
芦
見
・
上
味
見
・
下
味
見
・
 
 
土
宇
坂
小
学
校
が
集
合
学
習
開
始
 
 
美
山
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
部
、
北
信
越
大
会
 
 
 

優
勝
、
全
国
大
会
で
ベ
ス
ト
8
、
吹
奏
楽
部
北
 
 
 

陸
大
会
で
金
賞
受
賞
 
 

宇
坂
小
学
校
が
日
本
水
泳
連
盟
よ
り
水
泳
 
 

優
秀
校
表
彰
 
 

交
通
死
亡
事
故
抑
止
制
度
発
足
以
来
 
福
 
 

井
署
管
内
初
の
7
0
0
日
達
成
 
 

三
万
谷
別
所
区
で
長
さ
1
1
0
m
の
流
し
そ
 
 

ケ
め
ん
を
行
う
 
 
 

朝
谷
区
 
蔵
作
区
 
集
中
豪
雨
被
害
 
 

前
田
又
兵
衛
氏
特
別
講
演
会
 
 

全
日
本
素
人
そ
ば
打
ち
美
山
大
会
開
催
 
 

国
道
1
5
8
号
線
バ
イ
パ
ス
奈
良
瀬
・
小
和
清
 
 

水
間
が
開
通
 
 

第
1
回
伊
自
良
ま
つ
り
開
催
 
 

虞〓‖剋  

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
地
域
振
興
券
交
付
 
 

●
対
人
地
雷
禁
止
条
約
が
発
効
 
 

●
東
京
都
知
事
に
石
原
慎
太
郎
が
初
 
 

当
選
 
 

●
ロ
ボ
ッ
ト
犬
A
－
B
O
発
売
 
 

●
国
旗
・
国
歌
法
が
成
立
 
 

●
N
T
T
分
割
再
編
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
欧
州
に
単
一
通
貨
（
ユ
ー
ロ
）
誕
生
 
 

●
マ
カ
オ
、
中
国
に
返
還
さ
れ
る
 
 

●
ト
ル
コ
北
西
部
大
地
震
 
 

●
N
A
T
O
が
ユ
し
コ
を
空
爆
 
 

流行歌・ワード  

♪FirstLove（宇多田ヒカル）  

♪団子3兄弟（速水けんたろう他）  

★カリスマ  
★リベンジ  

★五体不満足   
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」
 
 

美
山
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
 
 

は
、
8
月
に
新
潟
県
で
行
わ
れ
た
北
信
 
 

越
大
会
で
優
勝
。
全
国
大
会
に
出
場
し
 
 

て
勝
ち
進
み
ベ
ス
ト
8
に
輝
い
た
。
 
 

美
山
中
男
子
バ
レ
ー
部
が
 
 

北
信
越
大
会
優
勝
、
全
国
ベ
ス
ト
8
 
 

同
じ
く
卓
球
部
の
清
水
拓
郎
君
も
、
 
 

一
個
人
戦
で
北
信
越
大
会
に
出
場
、
ま
た
、
 
 
 

吹
奏
楽
部
は
北
陸
大
会
で
金
賞
に
輝
い
一
 
 
 

た
。
 
 

朝
谷
区
、
蔵
作
区
で
 
 

局
地
的
集
中
豪
雨
 
 

8
月
1
6
日
、
上
宇
坂
 
 

地
区
が
局
地
的
な
集
中
 
 

豪
雨
に
襲
わ
れ
朝
谷
・
 
 

蔵
作
の
両
区
に
避
難
勧
 
 

告
が
出
さ
れ
た
。
家
屋
 
 

の
浸
水
や
交
通
網
の
遮
 
 

断
な
ど
大
き
な
被
害
を
 
 

も
た
ら
し
た
。
 
 

上
味
見
で
伊
自
良
ま
つ
り
が
 
 

開
か
れ
る
 
 

上
味
見
地
区
ゆ
か
り
の
豪
族
、
伊
自
 
 

良
氏
の
遺
徳
を
し
の
び
、
地
区
の
活
性
 
 

化
を
図
ろ
う
と
、
青
壮
年
有
志
の
「
愛
 
 

郷
会
」
を
中
心
に
地
元
住
民
ら
の
手
で
 
 

伊
自
良
ま
つ
り
が
開
か
れ
、
多
く
の
人
が
 
 

訪
れ
終
日
に
ぎ
わ
っ
た
。
 
 

■
■
国
道
1
5
8
号
線
バ
イ
パ
ス
 
 

奈
良
瀬
・
小
和
清
水
間
開
通
 
 

福
井
市
と
大
野
市
を
結
ぶ
国
道
1
5
8
 
 
 

号
の
奈
良
瀬
・
小
和
清
水
間
の
バ
イ
パ
ス
 
 
 

が
開
通
し
た
。
 
 
 

こ
の
区
間
に
小
和
清
水
奈
良
瀬
ト
ン
ネ
 
 
 

ル
（
延
長
1
5
8
2
m
）
も
建
設
さ
れ
、
県
管
 
 
 

理
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
中
で
は
最
長
と
な
っ
 
 

。
 
 

［
翔
き
］
平
成
7
年
～
平
成
1
6
年
 
 
 

洋画家・豊田三郎氏（90）が、「春陽」  

などの大作53点を町に寄贈。その後  

100点が寄贈された。  
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－
い
 

l
∴
∴
㍉
∵
∵
∵
こ
∴
 
 

お
う
と
い
う
企
画
で
す
。
 
 

町
内
4
小
学
校
の
統
廃
合
に
よ
っ
て
誕
 
 

生
す
る
新
し
い
小
学
校
の
校
名
が
 
「
美
山
 
 

啓
明
小
学
校
」
 
に
決
定
。
日
月
銅
日
に
は
 
 

同
小
学
校
の
落
成
式
が
行
わ
れ
総
額
1
1
億
 
 

1
4
0
0
万
円
を
か
け
た
新
校
舎
の
完
成
 
 

を
祝
い
ま
し
た
。
 
 

ら
も
含
め
2
5
0
人
が
参
加
し
ま
し
 
 

世
界
的
に
評
価
の
高
い
豊
田
氏
の
業
 
 

汀
、
下
味
見
地
区
で
開
か
れ
、
町
 
 

ス
ケ
ッ
チ
大
賞
」
 
が
5
月
2
7
 
 

鍔
ノ
 
 

山
ふ
る
さ
と
 
 

田
三
郎
氏
の
指
導
を
受
け
 
 

自
然
を
措
く
「
第
1
回
芙
 
 

き  
† 二」  

賞
」
を
開
催
 
 

2α）0  
（平成12年）  

1
月
帝
成
人
式
 
新
成
人
8
7
人
 
 

2
月
踵
美
山
中
学
校
立
志
式
全
日
本
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
 
 

ル
の
藤
田
幸
光
コ
ー
チ
が
指
導
及
び
記
念
講
演
 
 
 

恐
上
味
見
小
学
校
「
チ
ビ
ッ
コ
農
業
寺
小
屋
」
一
体
 
 

験
発
表
特
別
賞
受
賞
（
1
0
年
連
続
）
 
 

5
月
骨
第
1
回
み
や
ま
D
E
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
を
 
 

開
催
 
 

面
罵
1
回
美
山
ふ
る
さ
と
ス
ケ
ッ
チ
大
賞
を
開
催
 
 

8
月
憑
上
宇
坂
小
学
校
で
閉
校
記
念
お
も
い
で
夏
ま
 
 

つ
り
を
開
催
 
 

♯
統
合
小
学
校
屋
内
体
育
館
新
築
工
事
起
工
式
 
 

1
0
月
謡
4
校
統
合
小
学
校
の
校
名
が
「
美
山
啓
明
小
 
 

学
校
」
に
決
定
 
 

鬱
ア
イ
ア
イ
ド
ー
ム
で
保
育
所
ミ
ニ
運
動
会
を
開
 
 

催
 
 

㊤
美
山
啓
明
小
学
校
新
体
育
餌
完
成
 
統
合
 
 

4
校
の
児
童
ら
が
見
学
 
 

1
1
月
＠
芦
見
小
学
校
で
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
め
る
会
 
 

命
美
山
啓
明
小
学
校
落
成
式
 
 

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
「
グ
リ
コ
・
森
永
事
件
」
時
効
 
 

里
二
宅
島
が
噴
火
 
 

●
雪
印
乳
業
食
中
毒
事
件
 
 

圭
一
千
円
札
発
行
 
 

●
白
川
英
樹
筑
波
大
名
誉
教
授
が
 
 
 

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
 
 

●
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
施
行
 
 

争
京
福
電
鉄
正
面
衝
突
事
故
 
 

●
世
田
谷
一
家
4
人
殺
人
事
件
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
韓
国
と
北
朝
鮮
首
脳
が
初
会
談
 
 

●
シ
ド
ニ
ー
五
輪
が
開
幕
 
 
 

流行歌・ワード  ・  

♪らいおんハート（SMAP）  

♪桜坂（福山雅治）  

★おっは－  

★最高で金、最低でも全  
■  
l   
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統
合
小
校
名
 
 

「
美
山
啓
明
小
学
校
」
に
決
定
 
 
 

夜
明
け
前
の
空
に
明
る
い
光
を
放
 
 

ち
、
太
陽
が
で
て
目
立
た
な
く
な
っ
 
 

て
も
、
一
緒
に
光
り
輝
く
金
星
に
ち
 
 

な
ん
だ
校
名
で
、
世
の
た
め
人
の
た
 
 

め
に
尽
し
、
社
会
に
な
く
て
は
な
ら
 
 

な
い
立
派
な
人
間
に
成
長
す
る
こ
と
 
 

を
願
っ
て
命
名
さ
れ
た
。
 
 

美
山
啓
明
小
学
校
 
 

落
成
式
 
 
 

町
内
の
4
小
学
校
が
統
合
し
て
開
 
 

校
す
る
美
山
啓
明
小
学
校
の
落
成
 
 

式
が
行
わ
れ
、
来
賓
や
工
事
関
係
者
、
 
 

教
職
員
、
地
区
住
民
ら
1
4
0
人
が
 
 

出
席
し
て
、
新
た
な
門
出
を
祝
っ
た
。
 
 

お
も
い
で
夏
ま
つ
り
 
 
 

小
学
校
の
統
合
を
前
に
、
上
宇
坂
小
学
 
 

校
で
閉
校
記
念
「
お
も
い
で
夏
ま
つ
り
」
を
 
 

開
催
。
 
 
 

体
育
館
に
展
示
さ
れ
た
大
正
1
4
年
か
 
 

ら
の
写
真
を
見
た
り
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
 
 

理
詰
や
思
い
出
の
ス
ピ
ー
チ
、
盆
踊
り
で
、
 
 

懐
か
し
い
思
い
出
に
浸
る
と
と
も
に
、
新
し
 
 

い
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
を
つ
く
っ
た
。
 
 

芦
見
小
で
は
「
思
い
出
カ
プ
セ
ル
」
 
 

第
1
回
み
や
ま
D
E
 
 

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
 
 

下
早
坂
一
帯
で
行
わ
れ
た
町
レ
ク
リ
 
 

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
主
催
の
「
第
1
回
み
や
 
 

ま
D
E
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
」
に
5
1
組
 
 

1
6
6
人
が
参
加
し
、
設
定
さ
れ
た
コ
ー
 
 

ス
を
元
気
に
挑
ん
だ
。
 
 

全
日
本
男
子
コ
ー
チ
 
 

藤
田
氏
が
 
 

美
山
中
バ
レ
ー
部
を
指
導
 
 

美
山
中
の
立
志
式
で
講
演
し
 
 

た
藤
田
幸
光
コ
ー
チ
は
、
自
ら
手
 
 

本
を
示
し
な
が
ら
同
中
バ
レ
ー
ボ
 
 

ル
部
員
4
5
人
に
直
接
手
ほ
ど
 
 

ー
 
 

き
し
た
。
 
 

［ 

翔 
き ］ 

平 
成 

7年 

～ 

平 

「叫 成16年   

焼
き
畑
で
そ
ば
ま
き
 
 
 

越
前
み
や
ま
長
寿
そ
ば
愛
好
会
が
 
 

「
南
宮
地
在
来
」
の
そ
ば
種
の
、
他
品
種
 
 

と
の
雑
交
配
防
止
と
品
質
保
持
の
た
め
、
 
 

山
間
地
で
の
栽
培
に
乗
り
出
し
、
河
内
 
 

区
の
焼
き
畑
で
そ
ば
の
種
ま
き
を
行
っ
 
 

た
。
 
 



彗
山
啓
明
小
学
校
 
 

が
開
校
 
 

…
∬
摘
 
 

4
 
 

は
4
月
5
日
に
行
わ
れ
、
真
新
し
い
枚
旗
、
 
 

出
来
上
が
っ
た
ば
か
り
の
校
歌
を
披
露
。
 
 

島
田
芳
文
校
長
が
「
子
僕
た
ち
が
仲
良
く
 
 

と
け
こ
み
、
素
晴
ら
し
い
学
校
づ
く
り
に
 
 

力
を
尽
く
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
 
 
 

児
童
代
表
の
前
川
千
晶
さ
ん
、
仲
市
ひ
 
 

か
り
さ
ん
、
辻
耕
平
君
、
清
水
督
介
君
が
 
 

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
同
校
は
児
 
 

童
数
1
0
4
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 
 
 

任
期
満
了
に
よ
る
美
山
町
長
選
挙
は
、
 
 

4
月
3
日
告
示
、
有
壕
達
郎
氏
以
外
に
立
 
 

候
補
者
は
な
く
無
投
票
で
有
塚
氏
の
初
当
 
 

選
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 
 

”
1
2
月
 
君
女
共
同
参
画
を
考
え
る
町
民
の
つ
ど
い
 
 
 

1
月
 
成
人
式
 
新
成
人
6
9
人
 
 

町
に
雪
害
対
策
本
部
を
設
置
 
 

2
月
 
町
総
合
振
興
計
画
を
定
例
議
会
で
承
認
 
 

3
月
 
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
設
立
 
 

4
月
 
町
長
選
挙
 
有
塚
達
郎
氏
無
投
票
初
当
選
 
 

美
山
啓
明
小
学
校
開
校
 
 

6
月
 
中
辛
区
樺
八
幡
神
社
所
蔵
の
木
造
・
大
日
如
 
 

来
坐
像
な
ど
三
体
が
県
指
定
文
化
財
に
 
 

町
民
の
意
見
や
要
望
を
聞
く
た
め
町
民
ア
ン
 
 
 

ケ
ー
ト
を
実
施
 
 
 

町
民
と
栗
田
知
事
が
県
政
の
課
題
を
身
近
に
 
 
 

話
し
合
う
「
知
事
対
話
」
を
開
催
 
 

摘
桐
銅
銅
㍍
鍼
成
式
 
 

9
月
 
 

1
0
月
 
滑
東
ア
ジ
ア
5
カ
国
の
子
ど
も
ら
が
美
山
啓
 
 

萌
小
学
校
を
訪
問
 
 

1
1
月
 
市
町
村
合
併
懇
話
会
の
発
会
式
 
 

全
日
本
中
学
男
子
バ
レ
ー
韓
国
遠
征
メ
ン
バ
ー
 
 

に
美
山
中
3
年
清
水
邦
広
君
 
 
 

町
定
郵
便
局
足
羽
部
会
中
手
区
の
山
林
に
 
 

下
ン
グ
リ
の
苗
8
0
0
本
を
植
樹
 
 
 

人
目
の
名
誉
町
民
に
豊
田
三
郎
画
伯
 
 

美
山
の
動
き
 
 

（平成13年）  

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
U
S
J
 
オ
ー
プ
ン
 
 

●
小
泉
内
閣
発
足
 
 

●
大
阪
府
の
池
田
小
学
校
児
童
殺
人
 
 
 

事
件
 
 

●
明
石
市
で
花
火
大
会
将
棋
倒
し
事
 
 
 

故
 
 

●
新
宿
歌
舞
伎
町
で
4
4
人
死
亡
の
ビ
 
 
 

ル
火
災
 
 

●
千
葉
県
で
日
本
初
の
狂
牛
病
 
 

●
皇
太
子
ご
夫
妻
に
内
親
王
誕
生
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
 
 

ビ
ル
、
同
時
多
発
テ
ロ
 
 

●
ハ
ワ
イ
沖
で
宇
和
島
東
高
実
習
船
 
 
 

●
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
タ
リ
バ
ン
政
権
 
 

文
化
遺
産
破
壊
 
 

流行歌・ワード  

♪箱根八里の半次郎  

（氷川きよし）  

♪明日があるさ（Re二Japan）  

★聖域なき改革  

★骨太の方針   
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町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
 
 
 

働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
に
就
労
の
 
 

機
会
を
提
供
し
よ
う
と
、
シ
ル
バ
ー
人
材
 
 

セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。
 
 
 

県
内
で
3
2
番
目
で
あ
り
、
高
齢
化
が
 
 

進
む
中
で
経
験
皇
宮
な
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
 
 

の
供
給
源
と
し
て
、
期
待
さ
れ
て
い
る
。
 
 

任
期
満
了
に
よ
る
町
長
選
挙
で
、
無
投
 
 

票
初
当
選
を
果
た
し
た
有
塚
達
郎
新
町
長
 
 

は
、
4
月
2
5
日
町
職
員
ら
約
9
0
人
が
拍
手
で
 
 

出
迎
え
る
中
、
初
登
庁
し
た
。
 
 
 

「
町
職
員
の
一
人
と
い
う
気
持
ち
で
勉
 
 

強
を
重
ね
、
町
の
た
め
一
生
懸
命
に
前
進
 
 

し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
た
。
 
 

町
長
選
挙
で
、
士
 
 

無
投
票
初
当
選
 
 

町
民
と
栗
田
知
事
の
 
 

「
知
事
対
話
」
 
 

県
政
の
課
題
に
対
し
 
 

て
身
近
に
話
し
合
う
「
知
 
 

事
対
話
」
が
開
か
れ
、
教
 
 

育
問
題
か
ら
県
産
材
の
 
 

利
用
拡
大
、
合
併
問
題
 
 

な
ど
幅
広
く
意
見
が
交
 
 

わ
さ
れ
た
。
 
 

市
町
村
合
併
懇
話
会
の
 
 

発
会
式
を
開
催
 
 

美
山
町
の
合
併
の
是
非
を
議
論
す
 
 

る
「
市
町
村
合
併
懇
話
会
」
の
発
会
式
 
 

を
町
民
交
流
館
で
行
っ
た
。
 
 

l回田回トピックス  
［
翔
き
］
平
成
7
年
～
平
成
1
6
年
 
 
 ■■； 北 古

里
の
山
や
足
羽
川
の
清
流
が
織
り
な
 
 

す
自
然
豊
か
な
風
景
を
描
き
続
け
、
世
界
 
 

的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
洋
画
家
の
豊
 
 

田
三
郎
氏
が
、
名
誉
町
民
に
決
ま
り
推
挙
式
 
 

が
行
わ
れ
た
。
 
 

洋
画
家
の
豊
田
三
郎
氏
、
 
 

3
人
目
の
名
誉
町
民
に
 
 

選
ば
れ
る
 
 

東アジア五カ国の  

子どもと交流   

韓国、中国、ロシア、モンゴル、名古屋市  

の朝鮮初級学校の子ども達一行36人が「子  

ども自然体験交流事業」で美山啓明小学  

校を訪問。児童らと交流し、上味見で農作  

物の収穫などを共に体験した。  
≒■出丁‾▲‾‾‾‾‾‾芸空白i長吉票勘■F亡H  

■■  
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こ
の
年
は
福
井
市
、
鯖
江
市
、
越
廼
村
、
 
 

清
水
町
に
美
山
町
を
加
え
た
任
意
合
併
協
 
 

議
会
が
設
立
さ
れ
た
を
は
じ
め
、
町
内
で
 
 

は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
町
内
ア
ン
ケ
ー
ト
な
 
 

ど
が
実
施
さ
れ
、
広
域
合
併
に
向
け
事
実
 
 

上
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
に
な
 
 

り
ま
し
た
。
 
 
 

町
は
1
月
の
機
構
改
革
の
中
で
合
併
対
 
 

策
室
を
設
置
。
前
年
に
発
足
し
た
合
併
懇
 
 

話
会
の
主
催
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
 
 

町
民
2
5
0
人
が
出
席
し
、
町
の
未
来
像
 
 

を
見
据
え
た
論
議
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
 
 

・」．，－＿＿＿＿＿  国
 

市
町
村
合
併
へ
の
 
 

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
 
 

J
「
ト
‖
．
川
和
 
 
 

の
合
併
特
例
法
に
伴
う
市
町
村
合
 
 

併
の
動
き
が
活
発
化
す
る
な
か
、
 
 

丑」 ＿」  

1
月
 
役
場
の
課
及
び
事
務
分
担
を
9
課
・
1
局
・
 
 

1
所
・
1
室
に
し
効
率
化
 
 

爪
 
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
完
成
 
 

爪
成
人
式
 
新
成
人
6
9
人
 
 

2
月
 
美
山
中
学
校
が
第
2
5
回
北
陸
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
 
 

ン
テ
ス
ト
で
金
賞
 
 

3
月
 
市
町
村
合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
 
 

5
月
 
「
ふ
る
さ
と
林
道
美
山
～
大
野
線
」
開
通
 
 

ク
リ
工
－
ト
プ
ラ
ザ
美
山
開
所
式
 
 

6
月
 
庁
舎
改
修
 
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
実
現
 
 

車
屋
正
昭
太
鼓
道
場
コ
ン
サ
ー
ト
 
 

7
月
 
町
が
J
R
越
美
北
線
の
回
数
券
を
販
売
 
 

本
と
あ
そ
ば
う
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
が
来
町
 
 

8
月
 
市
町
村
合
併
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
 
 

文
化
庁
主
催
芸
術
劇
場
「
ス
ヌ
ー
ピ
ー
ザ
ミ
ュ
ー
 
 

ジ
カ
ル
」
公
演
 
 

9
月
 
谷
下
市
松
博
士
と
豊
田
三
郎
画
伯
の
「
人
生
 
 

対
談
」
 
 

1
0
月
 
福
井
市
・
鯖
江
市
・
美
山
町
・
越
廼
村
・
 
 

清
水
町
任
意
合
併
協
議
会
の
初
会
合
開
催
 
 

み
や
ま
を
大
い
に
語
る
会
開
催
 
 

1
1
月
 
男
女
共
同
参
画
を
考
え
る
町
民
の
つ
ど
い
 
 

1
2
月
 
‖
ト
ン
除
雪
車
1
台
購
入
 
 

「
美
山
町
住
宅
・
宅
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
 
 

委
員
会
」
よ
り
基
本
計
画
の
答
申
 
 

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
雪
印
牛
肉
偽
装
事
件
 
 

●
完
全
学
校
週
5
日
制
ス
タ
ー
ト
 
 

●
日
韓
共
同
開
催
の
W
杯
サ
ッ
カ
ー
 
 
 

開
催
 
 

●
内
閣
改
造
、
第
二
次
小
泉
内
閣
発
 
 
 

足
 
 

●
田
中
耕
一
氏
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
 
 

●
株
価
安
値
更
新
、
2
0
年
ぶ
り
の
8
0
 
 
 

0
0
円
台
 
 

●
北
朝
鮮
拉
致
生
存
者
5
人
帰
国
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
ユ
ー
ロ
流
通
開
始
 
 

●
米
テ
キ
サ
ス
農
工
大
で
ク
ロ
ー
ン
ネ
 
 
 

コ
誕
生
 
 

●
ロ
シ
ア
原
子
力
省
、
世
界
初
の
原
子
 
 
 

力
発
電
を
完
全
停
止
 
 
 

流行歌・ワード  

♪大きな古時計（平井堅）  

♪おさかな天国（柴矢裕美）  

★クマちゃん  

★w杯  
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宇
坂
大
谷
出
身
で
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
 
 

研
究
の
世
界
的
権
威
で
あ
る
谷
下
市
 
 

松
博
士
（
9
6
）
と
東
河
原
の
豊
田
三
郎
 
 

画
伯
（
9
4
）
の
対
談
が
行
わ
れ
た
。
 
 
 

谷
下
博
士
は
、
「
一
生
懸
命
努
力
し
 
 

谷
下
博
士
と
豊
田
画
伯
が
 
 

「
人
生
対
談
」
 
 

た
者
が
人
生
に
勝
つ
」
。
豊
田
画
伯
は
「
や
 
 

り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
た
ら
や
り
通
す
。
 
 

そ
し
て
ふ
る
さ
と
を
愛
し
て
ほ
し
い
」
と
 
 

そ
れ
ぞ
れ
言
葉
を
残
さ
れ
た
。
 
 

「
ふ
る
さ
と
林
道
 
 

美
山
～
大
野
繰
」
開
通
 
 
 

県
内
初
の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
「
ふ
る
さ
 
 

と
林
道
美
山
～
大
野
緑
」
が
完
成
。
総
 
 

延
長
5
・
5
k
m
で
災
害
発
生
時
の
バ
イ
パ
 
 

ス
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
 

利
用
し
や
す
い
 
庁
舎
に
改
修
 
 
 

庁
舎
を
町
民
が
利
用
し
 
 

や
す
い
よ
う
に
改
修
工
事
を
 
 

行
っ
た
。
町
民
ホ
ー
ル
は
、
ふ
 
 

れ
あ
い
を
大
切
に
し
た
開
放
 
 

感
あ
る
空
間
と
な
り
、
ま
た
、
 
 

フ
ロ
ア
に
段
差
を
な
く
す
な
 
 

ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
随
所
 
 

に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
 
 

「
み
や
ま
緑
の
少
年
団
」
結
団
式
 
 
 

地
球
環
境
の
汚
染
が
深
刻
に
な
る
中
、
 
 

森
の
は
た
ら
き
や
自
然
保
護
の
大
切
さ
 
 

に
理
解
を
深
め
森
林
自
然
を
守
ろ
う
と
、
 
 

美
山
啓
明
小
学
校
の
4
・
5
年
の
児
童
 
 

ら
に
よ
る
「
み
や
ま
緑
の
少
年
団
」
が
結
 
 

成
さ
れ
た
。
 
 

「
翔
き
］
平
成
7
年
～
平
成
1
6
年
 
 
 

美
山
中
学
校
で
有
塚
町
長
が
 
 

特
別
講
師
 
 
 

有
塚
町
長
が
美
山
中
学
校
で
特
別
 
 

講
師
と
し
て
社
会
科
の
授
業
を
行
っ
た
。
 
 

若
い
人
た
ち
に
も
町
政
に
関
心
を
持
っ
 
 

て
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
、
約
5
0
分
の
 
 

授
業
に
生
徒
達
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。
 
 

美
山
啓
明
小
学
校
生
が
 
 

合
宿
通
学
体
験
 
 
 

町
で
初
め
て
の
、
家
族
と
離
れ
て
ク
 
 

ラ
ス
の
友
達
と
共
同
生
活
を
す
る
合
宿
 
 



ニ
ー
■
■
 
 

心
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
、
美
山
中
1
年
 
 

生
を
対
象
に
 
「
ま
ち
づ
く
り
・
ワ
ー
ク
シ
 
 

ョ
ッ
プ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
合
併
協
議
 
 

会
が
県
子
ど
も
N
P
O
セ
ン
タ
ー
の
協
力
 
 

を
得
て
、
6
・
7
・
8
月
に
行
い
、
8
月
 
 

2
6
日
に
は
木
ご
こ
ろ
文
化
ホ
ー
ル
で
発
表
 
 

会
を
行
い
ま
し
た
。
 
 
 

自
分
た
ち
の
意
見
を
出
し
合
っ
て
ま
ち
 
 

づ
く
り
を
実
践
し
て
も
ら
う
狙
い
で
、
発
 
 

表
会
で
は
「
新
し
い
市
全
体
で
間
伐
材
の
 
 

積
極
的
な
利
用
を
図
り
、
自
然
と
共
存
で
 
 

き
る
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
美
山
町
の
現
状
 
 

や
課
題
を
踏
ま
え
た
意
見
な
ど
が
紹
介
さ
 
 

れ
ま
し
た
。
 
 
 

合
併
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
は
県
 
 

か
ら
の
重
点
支
援
地
域
と
し
て
の
指
定
や
 
 

住
民
説
明
会
の
開
催
な
ど
、
よ
り
具
体
化
 
 

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
 
 

市
 

合
併
に
向
け
中
学
生
も
提
言
 
 

育
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
Z
 
 

は
 
ば
 
た
 
 

町
村
合
併
を
控
え
、
子
供
た
ち
に
 
 

も
将
来
の
 
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
 
 

き  
L   」  

▼「TT－‾＝顎≠ビモモ字間≡「1ナ＝亡‡＝－≠ナ：t●－tt●‾J≠亭専キ醐：キ柵与≒三㌢き±±iよ－一山＝上：ユ：王品ここ1＝一一・・・・一一－→■Ji÷‘t†脾モーナTT．一TT－－－－－・－・・・－  

12  11  8 7  
月  月  月 月  

．
諏
摘
銅
介
護
支
援
セ
ン
タ
．
晶
設
 
 

6
月
●
法
定
合
併
協
議
会
の
初
会
合
開
催
 
 
 

●
軒
の
合
併
重
点
支
援
地
域
に
指
定
 
 

4
月
●
み
や
ま
新
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
が
町
長
に
提
言
 
 

3  月  

■u」．．．．．．．．．．．．．●．  

1
月
一
成
人
式
 
新
成
人
9
3
人
 
 

2
月
■
地
酒
「
黎
明
」
が
誕
生
 
「
初
搾
り
の
儀
」
 
 

●  ● ●    ● ●  事  ●  

「
足
羽
川
で
川
床
を
楽
し
む
会
」
開
催
 
 

5
市
町
村
中
学
生
が
ボ
ク
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
 
 

大
作
戦
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
発
表
会
 
 

■
町
内
6
地
区
で
市
町
村
合
併
住
民
説
明
会
 
 

美
山
啓
明
小
学
校
P
T
A
が
日
本
P
T
A
全
 
 

国
協
議
会
長
表
彰
 
 

J
R
美
山
駅
に
観
光
タ
1
、
、
ナ
ル
を
設
置
し
、
 
 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
併
設
 
 

美
山
町
男
女
共
同
参
画
計
画
や
す
ら
ぎ
の
郷
 
 

み
や
ま
プ
ラ
ン
を
策
定
 
 

芦
見
生
涯
教
育
施
設
（
旧
芦
見
小
）
に
ナ
イ
タ
ー
 
 

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
か
ら
基
 
 

本
計
画
の
答
申
を
受
け
る
 
 

美
山
町
営
診
療
所
の
医
師
・
岩
本
十
九
二
さ
 
 

ん
3
5
年
の
出
張
診
療
を
終
え
退
任
 
 

（平成15年）  

■iコ■i・；■－－－－一－－iiiii一㌫－i－・■・・■－－■－－ －－－－－一手盟号＃†咄三土手一謝モ卓t：T■－f▼ナ珊瑚亭ii■iiii■j血▲皿－＿．．．＿＿＿‖＿  

●
「
も
ん
じ
ゅ
」
設
置
許
可
が
無
効
判
 
 
 

決
 
 

●
横
綱
貴
乃
花
引
退
 
 

●
日
本
郵
政
公
社
発
足
 
 

●
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
 
 
 

本
格
稼
働
 
 

●
佐
渡
の
ト
キ
「
キ
ン
」
が
死
亡
し
、
日
 
 
 

本
産
ト
キ
が
絶
滅
 
 

●
イ
ラ
ク
北
部
で
復
興
支
援
派
道
中
 
 
 

の
外
交
官
2
人
殺
害
さ
れ
る
 
 

●
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
ス
タ
ー
ト
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
米
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
コ
ロ
ン
ビ
ア
が
、
 
 

テ
キ
サ
ス
州
上
空
で
空
中
分
解
 
 

●
米
が
イ
ラ
ク
攻
撃
開
始
 
 

●
イ
ラ
ク
 
フ
セ
イ
ン
体
制
崩
壊
 
 
 

流行歌・ワード  

♪世界に－つだけの花（SMAP）l  

♪さくら（森山直太朗）  l  

♪涙そうそう（夏川りみ）  

★マニフェスト  

★なんでだろ～  

■‾‾‾‾‾－‾－‾‾‾‾‾‾叫－■＝一一一一一■■■一一†■■－■－一－一一■－一一1り－－■■扁iモーナ一丁TT一丁一丁二二主甜号・≡；Tl．亡羊吉事鞭＝＝＿＝－±血ナナ＝t■÷÷モー■＝＝■●－一   
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豊
田
氏
の
作
品
が
 
 

フ
ラ
ン
ス
で
最
高
賞
 
 

フ
ラ
ン
ス
・
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
で
開
か
 
 

れ
て
い
た
日
本
現
代
芸
術
展
覧
会
「
フ
 
 

ラ
ン
ス
・
パ
リ
・
美
の
革
命
展
」
で
、
名
 
 

誉
町
民
・
豊
田
三
郎
画
伯
の
作
品
「
早
 
 

春
」
「
春
陽
」
「
山
笑
う
」
の
3
作
品
が
 
 

洋
画
部
門
の
最
高
賞
「
カ
ル
ー
ゼ
ル
・
ド
 
 

ゥ
・
ル
ー
ブ
ル
・
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
」
を
受
 
 

賞
し
た
。
 
 

と
く
じ
 
 

岩
本
十
九
二
医
師
が
退
任
 
 
 

美
山
町
営
診
療
所
の
医
師
と
し
て
、
 
 

地
域
医
療
を
支
え
た
岩
本
十
九
二
医
 
 

師
（
7
1
歳
滋
賀
県
長
浜
市
）
が
高
齢
の
 
 

た
め
、
3
5
年
に
わ
た
る
出
張
診
療
を
終
 
 

え
退
任
。
お
年
寄
り
や
町
職
員
に
見
送
 
 

ら
れ
、
診
療
所
を
後
に
し
た
。
 
 

れいめい  

初・の地酒「黎明」虻蘭生  
一・－－－◆－－－■ －＿＿－－こ－－ニー二．一⊥－こ   

地酒造りでまちおこしに取り組む「越  
－－ － －・■－ － － － －－ － －－ －－・・－ ■l－ －－ 一 一・－－ －・・・■▼・  

前みやま地酒の会」が、酒米「美山錦」  
‾‾■－‾‾ ‾1■‾ ■ ■【－■■－■一一 一 一∵▼ 一 ■－－－－  

の作付けから収穫、水にまでこだわっ  

た自信作「黎明．」が誕生。  
■－ ■ ■■■ ■ ■■● － ■ ■ ■ ■l■ ■・■■ ■ ▼■■・■ ■■▲・■・・＝L ■■・・L ●■ ■レ・■・● ■   

醸造を依頼していた蔵元で早速「初  
＿■ ■・■・t：－・■■・■L・・T■【 ■▼■ 一・・・i ■■■■ ■ ■・■■．■ ■ ■■■ノ■ ■ ■■■  

〓
戸
見
に
花
を
植
え
よ
う
会
 
 
 

花
づ
く
り
を
通
じ
て
新
し
い
町
づ
 
 

く
り
を
目
指
す
「
芦
見
に
花
を
植
え
 
 

よ
う
会
」
が
、
町
の
観
光
施
設
で
も
あ
 
 

る
「
リ
ズ
ム
の
森
」
前
の
休
耕
田
な
ど
 
 

搾りの儀」が行われた。  

伊
自
良
祭
り
の
 
 

「
伊
自
良
葉
音
頭
」
を
 
 

発
表
 
 
 

上
味
見
地
区
ゆ
か
り
の
 
 

豪
族
・
伊
自
良
氏
の
栄
 
 

華
を
し
の
ぶ
伊
自
良
祭
り
 
 

で
、
地
元
町
民
ら
が
制
作
 
 

し
た
「
伊
自
良
禁
書
頭
」
 
 

が
披
露
さ
れ
た
。
 
 

約
2
0
0
0
ポ
に
ヒ
マ
ワ
リ
や
コ
ス
モ
ス
、
ハ
 
 

し
フ
な
ど
1
6
種
類
を
栽
培
。
開
花
時
に
は
 
 

多
く
の
人
が
訪
れ
た
。
 
 
 

秋
に
は
「
花
畑
」
を
題
材
に
し
た
絵
と
 
 

聾
平
成
7
年
～
平
成
1
6
年
 
 
 

俳
句
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
 
 

住
民
が
作
詩
・
作
曲
し
た
函
 
 

と
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
。
 
 

「
足
羽
川
で
川
床
を
楽
し
む
会
」
 
 

を
開
催
 
 
 

福
井
の
奥
座
敷
を
2
R
し
よ
う
と
い
 
 

う
企
画
で
、
あ
い
く
い
て
ぇ
下
の
河
原
を
 
 

会
場
に
、
京
都
の
夏
の
風
物
詩
「
川
床
」
 
 

を
参
考
に
川
床
を
設
置
し
た
。
 
 
 

参
加
者
ら
は
福
井
の
奥
座
敷
美
山
 
 

の
魅
力
に
酔
い
し
れ
、
足
羽
川
が
奏
で
る
 
 

心
地
よ
い
響
き
と
と
も
に
夏
の
夜
を
心
 
 

ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
だ
。
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息
猿
害
を
受
け
た
。
こ
の
為
8
月
に
は
激
 
 
 

甚
災
害
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

市
町
村
合
併
で
は
既
に
レ
ー
ル
に
乗
っ
 
 
 

て
い
た
5
市
町
村
の
う
ち
鯖
江
市
が
離
脱
 
 
 

を
宣
言
。
そ
の
為
合
併
協
議
会
は
、
4
月
 
 
 

7
日
解
散
が
決
定
。
そ
の
後
、
福
井
市
と
 
 
 

の
合
併
を
目
指
す
3
町
村
は
平
成
1
8
年
2
月
 
 
 

に
合
併
す
る
こ
と
で
合
意
し
、
再
び
4
市
 
 
 

町
村
の
合
併
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

、
．
福
井
気
象
台
観
測
史
上
2
番
目
と
な
 
 

濫
．
を
招
き
、
町
始
ま
っ
て
以
来
の
甚
大
 
 

口
併
問
題
に
揺
れ
る
 
 

は
ば
」
 
 

と
な
り
、
土
砂
崩
れ
や
足
羽
川
の
 
 

〟
 
 

害
と
合
併
問
題
で
揺
れ
た
の
が
こ
 
 

二
 
 

の
年
で
す
。
7
月
柑
目
美
山
町
で
 
 

■
 
 
豪
雨
と
 
 

＿i■言i妄i  

き  
I lj  

1
月
碗
成
人
式
 
新
成
人
8
5
人
 
 

物
初
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
教
室
実
施
 
 

2
月
¢
美
山
町
そ
ば
加
工
研
究
会
が
そ
ば
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
 
 

キ
を
商
品
化
 
 

3
月
⑳
町
民
参
加
の
本
格
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
．
m
み
や
ま
」
 
 

を
上
演
 
 

4
月
⑳
町
の
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
で
初
の
移
住
者
 
 

⑳
読
書
活
動
優
秀
実
践
校
と
し
て
美
山
啓
明
小
 
 

学
校
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
 
 

㊥
G
ネ
ッ
ト
ふ
く
い
が
芦
見
生
涯
教
育
施
設
を
障
 
 

害
者
の
体
験
交
流
施
設
に
 
 

5
月
慮
美
山
町
制
4
0
周
年
記
念
N
H
K
テ
レ
ビ
公
開
 
 

線
画
 
 

⑳
上
味
見
生
涯
教
育
施
設
で
N
2
0
法
人
・
自
 
 

然
体
験
共
学
セ
ン
タ
ー
の
「
森
の
子
・
自
然
学
 
 

腰
」
開
始
 
 

7
月
¢
集
中
豪
雨
（
福
井
豪
雨
）
襲
来
 
 

（
人
家
、
道
路
、
田
畑
等
に
甚
大
な
被
害
）
 
 

⑳
広
域
結
婚
相
談
員
を
設
置
 
 

1
0
月
鰻
永
平
寺
有
料
道
路
の
無
料
化
ス
タ
ー
ト
 
 

1
1
月
◎
庁
舎
内
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
 
 

齢
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
児
童
が
下
宇
坂
小
学
校
を
訪
問
 
 

⑳
宿
井
圏
域
合
併
協
議
会
の
初
会
合
 
 

‾ 
■＝＝二＝＿l－－＿・＿＿＿＿＿＿■＿＿■＿＿＿＿＿■＿＿■＿■＿■＿■＿■＿＿■＿■＿＿＿＿＿＿．－一・■・■・■・■・■・■■－・・■・■－－11モ二‾＝‾＝‾一‾一丁＝「＝「＝±一：■：．■：qJ：ざ＝r＝■■‾‾‾：：■＝．⊥．一‾「－▼・－■●・■・■・■－－－－－－・■・■．・■．・■－－  

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
陸
上
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣
 
 

●
鳥
イ
ン
フ
ル
工
ン
ザ
検
出
 
 

●
関
西
電
力
美
浜
原
発
3
号
機
で
蒸
 
 

気
漏
れ
事
故
 
 

●
プ
ロ
野
球
選
手
会
ス
ト
決
行
 
 

●
道
路
公
団
民
営
化
法
成
立
 
 

●
新
潟
県
中
越
地
震
発
生
、
最
大
震
 
 

度
7
避
難
者
は
約
1
0
万
人
近
く
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
ア
メ
リ
カ
の
－
B
M
が
パ
ソ
コ
ン
事
業
 
 
 

を
中
国
の
レ
ノ
ボ
に
売
却
 
 

●
イ
ン
ド
洋
ス
マ
ト
ラ
沖
で
震
度
9
の
 
 

大
地
震
（
被
災
者
は
約
3
0
万
人
）
 
 
 

流行歌・ワード  

♪まつケンサンバⅡ（松平健）  

♪花（ORANGERANGE）  

★チョ一気持ちいい  

★ハッスルり＼ッスル！   
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N
H
K
公
開
録
画
が
行
わ
れ
る
 
 
 

町
制
4
0
周
年
を
記
念
し
て
、
木
ご
こ
 
 

ろ
文
化
ホ
ー
ル
で
N
H
K
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
 
 

ー
ク
「
公
開
す
こ
や
か
長
寿
」
の
テ
レ
ビ
 
 

公
開
諒
画
が
行
わ
れ
た
。
町
民
7
人
も
 
 

舞
台
に
上
が
り
バ
ラ
ン
ス
体
操
や
ゲ
ー
ム
 
 

運
動
に
取
り
組
ん
だ
。
 
 

‾一年り‾  

「¶＿．T   
l  ■  

永
平
寺
有
料
道
路
の
 
 

無
料
化
が
ス
タ
ー
ト
 
 
 

美
山
町
宇
坂
大
谷
か
ら
大
本
山
永
 
 

平
寺
に
直
結
す
る
永
平
寺
有
料
道
路
が
、
 
 

3
0
年
間
の
営
業
を
終
了
し
、
1
0
月
1
日
 
 

か
ら
無
料
開
放
さ
れ
た
。
 
 

空き家パンクで初・の移住者  
二∴i＿ゝ＿－一■－、上さ一一乍・」一－－こ，＿■－＝■－－■一●サ■■TT一丁・‘   

神奈川県内の西村彰夫さケ、美須根さん  
－1－一－－－「－・→ヒーーーーーーーーーー‘ご－■■良一一・一上●－－i－・  

夫妻と愛犬アミーゴが、町のホームページに  
÷一▲′一－－÷・■こヤーモー＿一－：廿■－▲、■一■r－‾■■‾‾‾‾  

設けられた・「空き黎情報バンク」を通しそ、4月  
ナ．一書一一▲－Y・一・・肘一一－－－▲－一｛こ占一－i－－－：T  

l日l第1号の移住者となった。（神当部）  
←一†－モー一書－－七りナ＝一丁－－－－－「－1－‘－‾▲‾  

美
山
啓
明
小
学
校
で
は
町
立
図
書
館
と
 
 

連
携
し
、
全
職
員
が
工
夫
を
凝
ら
し
、
定
期
 
 

的
に
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
読
み
聞
か
せ
を
し
て
 
 

お
り
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
読
書
教
育
が
高
く
 
 

評
価
さ
れ
た
。
 
 

美
山
啓
明
小
学
校
が
 
 

読
書
教
育
で
 
 

文
部
科
学
大
臣
賞
 
 

l
 
 

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
児
童
が
 
 

下
芋
版
小
学
校
に
来
校
 
 
 

県
内
の
口
－
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
ミ
ャ
 
 

ン
マ
ー
に
小
学
校
を
建
設
し
た
こ
と
が
 
 

縁
で
、
児
童
や
学
校
関
係
者
の
一
行
 
 

7
人
が
下
宇
坂
小
学
校
を
訪
れ
た
。
 
 

児
童
や
園
児
ら
と
、
歌
や
言
葉
の
紹
 
 

介
な
ど
の
温
か
な
交
流
を
し
た
。
 
 

［
翔
き
］
平
h
 
 

芦
見
生
涯
教
育
施
設
（
旧
芦
見
小
）
が
 
 

障
害
者
の
研
修
拠
点
に
 
 
 

地
域
の
お
年
寄
り
の
指
導
の
も
と
に
、
 
 

農
作
業
を
し
、
障
害
者
の
社
会
自
立
能
 
 

力
を
育
て
る
拠
点
・
美
山
体
験
交
流
研
 
 

修
館
が
芦
見
生
涯
教
育
施
設
に
発
足
 
 

し
た
。
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